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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　紙材からなる円筒状胴部の上面開口を上蓋で、下面開口を底蓋でそれぞれ閉塞すると共
に、前記上蓋による閉塞状態を上側締め具で、前記底蓋による閉塞状態を底側締め具でそ
れぞれ締め付けてなるファイバードラムであって、
　前記円筒状胴部において、前記上面開口の口縁は前記円筒状胴部の上端縁を内巻きに曲
成したリング状部であり、且つ前記リング状部の下方近傍には環状の上側溝部が、前記下
面開口の近傍には環状の底側溝部がそれぞれ凹設されており、
　前記上側溝部は、内巻きに曲成したリング状部の直下に設けるとともに、リング状部と
同等か若しくはそれよりも深くなるように溝を形成し、
　前記上蓋は前記リング状部に係合する掛止部を周縁に有し、
　前記それぞれの締め具は、硬質材料からなる縮径可能な帯状の環状体と、該環状体の縮
径状態をロックするロック部材からなり、
　さらに前記上側締め具は、前記上側溝部に係合する下係合面と、前記上蓋の上縁に係合
する上係合面を前記環状体周縁に備え、
　前記底側締め具は、前記底側溝部に係合する上係合面と、前記底蓋の下縁に係合する下
係合面を前記環状体周縁に備え、
　前記上側締め具による前記締め付けがなされた状態で、前記リング状部の外周に着脱可
能に嵌着した前記環状体と、前記上係合面および前記下係合面の前記係合とにより前記上
蓋を保持して、　前記上面開口が閉塞される一方、
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　前記底側締め具による前記締め付けがなされた状態で、前記下面開口の外周に着脱可能
に嵌着した前記環状体と、前記上係合面および下係合面の前記係合とにより前記底蓋を保
持して、前記下面開口が閉塞されるよう形成したことを特徴とするファイバードラム。
【請求項２】
　前記上側締め具において、前記上係合面は、前記掛止部の上縁に係合するよう、前記環
状体の上縁全長にわたり連続して形成されると共に、前記下係合面は、前記上側溝部に嵌
合する断面凸型状となるよう、前記環状体の下縁全長にわたり連続して形成されているこ
とを特徴とする請求項１記載のファイバードラム。
【請求項３】
　前記底側締め具において、前記上係合面は、前記下側溝部に嵌合する断面凸型状となる
よう、前記環状体の上縁全長にわたり連続して形成されると共に、前記下係合面は、前記
下面開口の開口縁を覆って内側に廻り込み前記底蓋の下縁に係合するよう、前記環状体の
下縁全長にわたり連続して形成されていることを特徴とする請求項１又は２記載のファイ
バードラム。
【請求項４】
　前記底蓋の周縁には、下方に折れ曲がる垂下片と、該垂下片の下端から内側に折れ曲が
る折り返し片が連設されると共に、前記垂下片および折り返し片の内側に固定されて前記
底蓋と一体化する紙製の補強リングを備えていることを特徴とする請求項１～３のいずれ
か記載のファイバードラム。
【請求項５】
　前記上側締め具における前記ロック部材が操作レバーの開閉操作により解除可能にロッ
クすることを特徴とする請求項１～４のいずれか記載のファイバードラム。
【請求項６】
　前記底側締め具における前記ロック部材が樹脂製ベルトからなることを特徴とする請求
項１～５のいずれか記載のファイバードラム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明はファイバードラムに関し、詳しくは、再利用が容易な部材と、主に廃棄処理さ
れる部材とに、簡単に分離することができるファイバードラムに関する。
【背景技術】
【０００２】
　ファイバードラムは、紙材からなる円筒状胴部の上面開口を上蓋で、下面開口を底蓋で
それぞれ閉塞した紙製容器であって、金属缶に比べ軽量で、安価に製造できるなどの理由
から、例えば、粉状体、粒状体、液体などの化学製品や雑貨などの輸送に広く用いられて
いる。
　円筒状胴部はクラフトライナー紙などの紙材を複数枚積層してなる円筒体であり、上蓋
、底蓋は用途などに応じて、紙材や金属、硬質プラスチックなどからなるものが適宜用い
られる。
【０００３】
　このようなファイバードラムとして、円筒状胴部の上面開口縁、下面開口縁に金属製の
補強リングを一体的に巻き締めて上下の開口端を補強したものが普及している。この種の
ファイバードラムは、開口縁の剛性を高くすることができるとともに、上蓋と底蓋の円筒
状胴部に対する固定を強固にでき、また、着脱自在な金属製の締付けバンドを用いて上蓋
と底蓋の固定を行うと、簡単に蓋の着脱ができる。
【０００４】
　しかしながら、最近では、地球環境保護への要望から使用済のファイバードラムを廃棄
等する場合には、古紙としてリサイクル（再利用）が可能な紙部分とそうでない金属部分
を分別して廃棄する要請が強く、このため、紙部材である胴部に一体に巻き締められた金
属部材である補強リングを有するファイバードラムは、例えば、特許文献１（特開２００
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６－１５９３７８号公報）に開示されるような専用の解体装置を用いて分別作業をする必
要があった。加えて、解体装置などを用いずに現場で人手により容易に分別をできるよう
にしたいという要請が強くなった。
【０００５】
　このため、ファイバードラム自体を分離可能な構造にする試みがされている。特許文献
２には、着脱自在な金属製の締付けバンドを用いて上蓋と底蓋の固定を行う発明が開示さ
れ、また特許文献３には、断面コ字型の締付けバンドを用いて上蓋と底蓋の固定を行う発
明が開示されている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００６】
【特許文献１】特開２００６－１５９３７８号公報
【特許文献２】特開平７－６１４３８号公報
【特許文献３】特開２００１－３１０５５号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００７】
　しかしながら、特許文献２に開示された発明は、締付けバンドの縮径により上蓋と底蓋
のそれぞれの周縁を円筒状胴部の外壁方向へ圧接させて上蓋と底蓋のそれぞれの固定を行
うもので、締付けバンドの開放と閉鎖により容易に蓋と円筒状胴部の分離が可能であるも
のの、輸送中に生じる振動やファイバードラムを落下させた場合など外力が働いたときに
、締付けバンドがずれやすく、上蓋や底蓋の固定が十分とはいえず、蓋が外れるおそれが
あった。
【０００８】
　また、特許文献３に開示された発明は、円筒状胴部の上下の開口縁を外側に向けてテー
パ状に拡開するリング状部とし、このリング状部に上蓋、底蓋を被着させ、締付けバンド
でその被着状態を保持するもので、上蓋と底蓋の固定を円筒状胴部の半径方向外側に拡開
するリング状部の剛性に頼るものであり、やはり外力が働いたときにリング状部が変形す
るおそれがある。このため、この発明においても、特許文献２のものと同様に、外力が働
いたときに、締付けバンドがずれやすく、上蓋や底蓋の固定が十分とはいえなかった。
【０００９】
　本発明は、このような従来のファイバードラムにおける課題に鑑みてなされたもので、
再利用が容易な円筒状胴部等の紙の部材と主に廃棄処理される蓋等の金属やプラスチック
を含む硬質部材とに簡単に分離することができるとともに、使用中や輸送中に必要な円筒
状胴部の開口縁の強度を保持しつつ上蓋および底蓋を強固に固定する分離型のファイバー
ドラムを提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【００１０】
　上記課題を解決するために本発明は、紙材からなる円筒状胴部の上面開口を上蓋で、下
面開口を底蓋でそれぞれ閉塞すると共に、上蓋による閉塞状態を上側締め具で、底蓋によ
る閉塞状態を底側締め具でそれぞれ締め付けてなるファイバードラムであって、
　円筒状胴部において、上面開口の開口縁は円筒状胴部の上端縁を内巻きに曲成したリン
グ状部であり、且つ前記リング状部の下方近傍には環状の上側溝部が、下面開口の近傍に
は環状の底側溝部がそれぞれ凹設されており、
　前記上側溝部は、内巻きに曲成したリング状部の直下に設けるとともに、リング状部と
同等か若しくはそれよりも深くなるように溝を形成し、
　上蓋は前記リング状部に被嵌する掛止部を周縁に有し、
　それぞれの締め具は、硬質材料からなる縮径可能な帯状の環状体と、該環状体の縮径状
態をロックするロック部材からなり、
　さらに上側締め具は、上側溝部に係合する下係合面と、上蓋の上縁に係合する上係合面
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を環状体周縁に備え、
　底側締め具は、底側溝部に係合する上係合面と、底蓋の下縁に係合する下係合面を環状
体周縁に備え、
　上側締め具による締め付けがなされた状態で、リング状部の外周に着脱可能に嵌着した
環状体と、上係合面および下係合面の前記係合とにより上蓋を保持して、上面開口が閉塞
される一方、
　底側締め具による締め付けがなされた状態で、下面開口の外周に着脱可能に嵌着した前
記環状体と、前記上係合面および下係合面の係合とにより底蓋を保持して、下面開口が閉
塞されるよう形成したことを特徴とする。
【００１１】
　このような構成によれば、上側締付け具により上蓋を締め付けた際、環状体による縮径
方向への締付け力により上蓋が上面開口内に固定されると共に、下係合面が上側溝部に係
合し、上係合面が上蓋上縁に係合して、締め付け具が上蓋とともに上下方向に動かないよ
う固定される。すなわち、これら環状体と上下の係合面の協働により、上面開口が上蓋に
より確実に閉塞され、且つ上蓋の脱落が防止される。
　また、底側締付け具により底蓋を締め付けた際、環状体による縮径方向への締付け力に
より底蓋が下面開口内に固定されると共に、上係合面が底側溝部に係合し、下係合面が底
蓋下縁に係合して、締め付け具が底蓋とともに上下方向に動かないよう固定される。すな
わち、これら環状体と上下の係合面の協働により、下面開口が底蓋により確実に閉塞され
、且つ底蓋の脱落が防止される。
　したがって、使用中や輸送中に必要な円筒状胴部の開口縁の強度を保持しつつ上蓋およ
び底蓋を強固に固定することができる。
　一方、ロック部材の操作により環状体の縮径状態を解除すれば、環状体による前記締め
付けが開放されると共に、上下の係合面による前記係合が解除され、上蓋、底蓋を容易に
取り外すことができる。したがって、再利用が容易な円筒状胴部等の紙の部材と蓋や締め
付け具等の金属製または硬質プラスチックなどの高分子材料製の硬質部材とに簡単に分離
することができる。
【００１２】
　また、上側締め具において、上係合面は、掛止部の上縁に係合するよう、環状体の上縁
全長にわたり連続して形成されると共に、下係合面は、上側溝部に嵌合する断面凸型状と
なるよう、環状体の下縁全長にわたり連続して形成されていることが好ましい。
【００１３】
　このような構成によれば、環状体の上縁全長に形成された上係合面と、下縁全長に形成
され円筒状胴部の上側溝部に嵌合した下係合面とで上蓋を挟持するので、該上蓋の上下方
向の固定をより確実にすることができる。また、上側締め具が上蓋および上面開口の周縁
を覆うようになるので、ファイバードラムにおける上側のコーナー部位（上面開口縁周り
）の強度が向上し、輸送時や落下時などにおける衝突が生じても変形しにくい。
【００１４】
　また、底側締め具において、上係合面は、下側溝部に嵌合する断面凸型状となるよう、
環状体の上縁全長にわたり連続して形成されると共に、下係合面は、下面開口の開口縁を
覆って内側に廻り込み底蓋の下縁に係合するよう、環状体の下縁全長にわたり連続して形
成されていることが望ましい。
【００１５】
　このような構成によれば、環状体の上縁全長に形成され円筒状胴部の下側溝部に嵌合し
た上係合面と、下縁全長に形成された下係合面とで底蓋を挟持するので、該底蓋と底側締
め具の上下方向の固定をより確実にすることができる。また、底側締め具が底蓋および下
面開口の周縁を覆うようになるので、ファイバードラムにおける下側のコーナー部位（下
面開口縁周り）の強度が向上し、輸送時や落下時などにおける衝突が生じても変形しにく
い。
【００１６】
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　さらに、底蓋の周縁には、下方に折れ曲がる垂下片と、該垂下片の下端から内側に折れ
曲がる折り返し片が連設されると共に、垂下片および折り返し片の内側に固定されて底蓋
と一体化する紙製の補強リングを備えていることが望ましい。
【００１７】
　このような構成によれば、底蓋の周縁部位が垂下片、折り返し片、補強リングにより補
強されると共に、底側締め具の下係合面が折り返し片の下面に係合し、補強リングを支持
するので、底蓋の抜けをより確実に防止することができる。
【００１８】
　また、締付け具のロック部材は、操作レバーの開閉操作により解除可能にロックするも
のとしても、樹脂製ベルトを用いるものであってもよい。
　ロック部材を操作レバーの開閉操作により解除可能にロックすると、環状体の縮径操作
とその解除操作を容易に行うことができる。たとえば、上蓋の開閉を考慮すれば、上側締
め具のロック部材を操作レバーの開閉操作によりロックするものとすることができる。
　ロック部材を操作レバーの開閉操作によらず、たとえば、樹脂性ベルトで突起がないも
のを選択すると、ファイバードラムのコーナー部位に突出物が存在しないので、ファイバ
ードラムを人手で移動する際に斜めに傾斜させて転がしやすくなる。
【００１９】
　本発明において、上側締め具および蓋側締め具は、金属および硬質プラスチックなどを
含む硬質部材からなるものを用いることができる。
【発明の効果】
【００２０】
　本発明のファイバードラムは以上説明したような構成としたので、再利用が容易な円筒
状胴部等の紙の部材と蓋等の金属および硬質プラスチックを含む硬質部材とに簡単に分離
することができるとともに、使用中や輸送中に必要な円筒状胴部の開口縁の強度を保持し
つつ上蓋および底蓋を強固に固定する。
　このため、廃棄する際などに現場で分別が容易であり、各部材をリサイクルに供するこ
とができ、地球環境保護も考慮した安全性、信頼性の高いファイバードラムを提供できる
。
【図面の簡単な説明】
【００２１】
【図１】本発明に係るファイバードラムの一例を示す一部切欠正面図で、要部を拡大して
示している。
【図２】図１に示すファイバードラムの上端部分の分解斜視図であって、上面側から見た
ものを示している。
【図３】図１に示すファイバードラムの下端部分の分解斜視図であって、底面側から見た
ものを示している。
【図４】底蓋の組み立て工程を示す斜視図であって、底面側から見たものを示している。
【発明を実施するための形態】
【００２２】
　以下、図１～図４を参照しながら、本発明に係るファイバードラムの実施形態の一例を
説明する。
　図１は本例のファイバードラムａの正面図で、要部を一部切欠し断面で表すと共に、該
断面部分を拡大して示している。図２はこのファイバードラムａの上端部分の分解斜視図
であって、上面側から見たものを示している。図３はこのファイバードラムａの下端部分
の分解斜視図であって、底面側から見たものを示している。図４は底蓋３の組み立て工程
を示す斜視図であって、底面側から見たものを示している。
【００２３】
　本例のファイバードラムａは、板紙製の円筒状胴部１の上面開口１１を金属製の上蓋２
で閉塞し、下面開口１２を板紙製の底蓋３で閉塞すると共に、上蓋２を上側締め具４で締
め付けて閉塞状態を保持し、底蓋３を底側締め具５で締め付けて閉塞状態を保持している
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。
【００２４】
　円筒状胴部１は、クラフトライナー紙を主材としてこれを紙管製造機により複数層に平
巻き積層したものであり、上端から下端にわたり、一定の直径を有する円筒体に形成され
ている。
【００２５】
　円筒状胴部１の上面開口１１の開口縁には、円筒状胴部１の上端縁を内巻きに曲成した
リング状部１３が形成されている。また、円筒状胴部１の外周におけるリング状部１３の
下方近傍箇所には、環状の上側溝部１４が円筒状胴部１の全周にわたって凹設されている
。
　上側溝部１４は、内巻きに曲成したリング状部１３の直下に設けることが望ましい。ま
た、上側溝部１４は、リング状部と同等か若しくはそれよりも深くなるように溝を形成す
ることが好ましい。このように形成すると、円筒状胴部の開口縁の剛性を高くすることが
でき、後述する上側締め具４の環状体４ａの上下方向の固定がより強固にできる。
【００２６】
　上面開口１１は、金属製の上蓋２により閉塞されている。上蓋２は、リング状部１３の
内側を閉塞可能な径を有する円板状の上蓋本体２ａと、この上蓋本体２ａの外周縁から外
側に向けて延出しリング状部１３に上方から被嵌する逆Ｕ字形の掛止部２ｂとからなり、
掛止部２ｂの内側にはパッキン２ｃが装填されている。
【００２７】
　円筒状胴部１の外周における下面開口１２の近傍箇所には、環状の下側溝部１５が円筒
状胴部１の全周にわたって凹設されている。円筒状胴部１の下面開口１２は、円板状の底
蓋３により閉塞されている。底蓋３は、下面開口１２の内側に下方から嵌め込むことがで
きるように下面開口１２よりも若干小さな径を有する円板状の底蓋本体３ａと、この底蓋
本体３ａの外周縁に適宜間隔ごとに連設された下方に折れ曲がる垂下片３ｂと、垂下片３
ｂの下端に連設され内側に折れ曲がる折り返し片３ｃとからなり、垂下片３ｂおよび折り
返し片３ｃの内側には、底蓋３と一体化する紙製の補強リング３ｄが垂下片３ｂと折り返
し片３ｃで保持されている。
　なお、内容物の重量が大きい場合などは、底蓋３が撓まないよう板紙製の底蓋３にベニ
ア板を重ねて補強することもでき、また、補強リング３ｄを底蓋３と一体化する際に接着
などの手段により固定することもできる。
【００２８】
　図４は、底蓋３の組み立て工程を示す斜視図であって、底面側から見たものを示してい
る。図４（i）および（ii）に示すように、周囲に中心に向かってスリットが入った底蓋
本体３ａを断面が矩形の補強リング３ｄを包むように立てて、折り返し片３ｃを形成する
。次に、図４（iii）に示すように、折り返し片３ｃをさらに、補強リング３ｄに沿って
包むようにもう一度折り返し、コの字状に補強リング３ｄを囲むようにして底蓋本体３ａ
と補強リング３ｄを一体として底蓋３を形成する。底蓋本体３ａに設けられるスリットは
、折り返した際に、折り返し片同士が干渉しないように形成しておく。
【００２９】
　下側溝部１５は、補強リング３ｄを囲む部分の底蓋３の厚み程度下面開口１２から離れ
た箇所に設けることが望ましい。また、下側溝部１５は、図１の断面に示すように、補強
リング３ｄと並ぶ程度に深くなるように溝を形成することが好ましい。このように形成す
ると、後述する下側締め具５の環状体５ａの上下方向の固定がより強固にできる。
【００３０】
　上側締め具４は、鉄製の環状体４ａと、鉄製のロック部材４ｂからなる。環状体４ａは
帯状の鉄製リング４１の一部にスリット４２を設けて縮径可能に形成され、その縮径状態
をロック部材４ｂにより解除可能にロックされる。
【００３１】
　ロック部材４ｂは、環状体４ａの一端部位に基端側を回動自在に連結した操作レバー４
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３と、この操作レバー４３の適所に設けた開口４４と、環状体４ａの他端部位に基端側を
回動自在に連結し先端側を操作レバー４３の中間部位に回動自在に連結した連結リング４
５と、環状体４ａにおける前記一端部位の近傍に形成された差込孔４６を備える。
【００３２】
　そして、操作レバー４３を前記一端部位方向へ回動して環状体４ａに沿わせると、連結
リング４５を介して環状体４ａの他端部位が一端部位側に引き寄せられ、これにより環状
体４ａが縮径すると共に、その縮径状態がロックされるようになっている。
【００３３】
　さらに、操作レバー４３をロックするために、樹脂製のロックピン４７が、操作レバー
４３の開口４４と環状体４ａの差込孔４６に差し込まれるようになっている。操作レバー
のロックを解除するには、このロックピンを破壊すればよい。その後、操作レバー４３を
前記他端部位方向へ回動させ前記一端部位から離すと、スリット４２が拡がり、環状体４
ａが拡径するようになっている。
【００３４】
　また、上側締め具４は、上側溝部１４に係合する下係合面４８を環状体４ａの下縁全長
にわたって備えると共に、上蓋２における掛止部２ａの上縁に係合する上係合面４９を、
環状体４ａの上縁全長にわたって備えている。下係合面４８は、上側溝部１４に嵌合自在
な断面凸型状に形成されている。
【００３５】
　底側締め具５は、鉄製の環状体５ａと、鉄製のロック部材５ｂからなる。環状体５ａは
帯状の鉄製リング５１の一部にスリット５２を設けて縮径可能に形成され、その縮径状態
をロック部材５ｂにより解除可能にロックされる。
【００３６】
　ロック部材５ｂは、環状体５ａの一端部位に基端側を回動自在に連結した操作レバー５
３と、この操作レバー５３の適所に設けた開口５４と、環状体５ａの他端部位に基端側を
回動自在に連結し先端側を操作レバー５３の中間部位に回動自在に連結した連結リング５
５と、環状体５ａにおける前記一端部位の近傍に形成された差込孔５６を備える。
【００３７】
　そして、操作レバー５３を前記一端部位方向へ回動して環状体５ａに沿わせると、連結
リング５５を介して環状体５ａの他端部位が一端部位側に引き寄せられ、これにより環状
体５ａが縮径すると共に、その縮径状態がロックされるようになっている。
【００３８】
　さらに、操作レバー５３をロックするために、樹脂製のロックピン５７が、操作レバー
５３と環状体５ａの開口５４の差込孔５６に差し込まれるようになっている。操作レバー
５３のロックを解除するには、このロックピンを破壊すればよい。その後、操作レバー５
３を前記他端部位方向へ回動させ前記一端部位から離すと、スリット５２が拡がり、環状
体５ａが拡径するようになっている。
【００３９】
　なお、底側締め具５におけるロック部材５ｂは、操作レバー５３の開閉操作によらない
構造、たとえば、環状体５ａに樹脂製ベルトを一端部位と他端部位にかけまわしてロック
する構造でもよい。このようにするとファイバードラムａのコーナー部位に操作レバー５
３のような突出物を設けなくて済むので、ファイバードラムａを移動する際に斜めに傾斜
させて転がしやすくなる。
【００４０】
　また底側締め具５は、底側溝部１５に係合する上係合面５８を環状体５ａの上縁全長に
わたって備えると共に、底蓋３の下縁に係合する下係合面５９を環状体５ａの下縁全長に
わたって備えている。
　上係合面５８は底側溝部１５に嵌合自在な断面凸型状に形成されており、下係合面５９
は、下面開口１２の開口縁を覆って内側に廻り込み折り返し片３ｃの下面に係合するよう
形成されている。
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【００４１】
　このような構成となる本例のファイバードラムａによれば、上側締付け具４により上蓋
２を締め付けた際、環状体４ａによる縮径方向への締付け力により上蓋２が上面開口１１
内に固定されると共に、下係合面４８が上側溝部１４に係合し、上係合面４９が上蓋２の
掛止部２ｂの上縁に係合して、使用中や輸送中に必要な円筒状胴部の開口縁の強度を保持
しつつ上蓋２を強固に固定する。
　また、底側締付け具５により底蓋３を締め付けた際、環状体５ａによる縮径方向への締
付け力により底蓋３が下面開口１２内に固定されると共に、上係合面５８が底側溝部１５
に係合し、下係合面５９が底蓋３の下縁に係合して、使用中や輸送中に必要な円筒状胴部
１の開口縁の強度を保持しつつ底蓋３を強固に固定する。
　さらに、ロック部材４ｂ、５ｂの操作により環状体４ａ，５ａの縮径状態を解除すれば
、環状体４ａ，５ａによる前記締め付けが開放されるために、上下の係合面４８，４９、
５８，５９による前記係合が解除され、上蓋２および底蓋３を容易に取り外すことができ
る。したがって、ファイバードラムａは、再利用が容易な円筒状胴部１等の紙の部材と上
蓋２や締め付け具４，５等の金属等を含む硬質部材とに簡単に分離することができる。
【００４２】
　また、上側締め具４において、環状体４ａの上縁全長に形成された上係合面４９と、下
縁全長に形成され円筒状胴部の上側溝部に嵌合した下係合面４８とで上蓋２を挟持するの
で、上蓋２の固定をより確実にすることができる。また、上側締め具４が上蓋２および上
面開口１１の周縁を覆うようになるので、ファイバードラムａにおける上側のコーナー部
位（上面開口縁周り）の強度が向上し、輸送時や落下時などにおける衝突が生じても変形
しにくい。
【００４３】
　さらに、底側締め具５において、環状体５ａの上縁全長に形成され円筒状胴部の下側溝
部に嵌合した上係合面５８と、下縁全長に形成された下係合面５９とで底蓋３を挟持する
ので、底蓋３と底側締め具５の固定をより確実にすることができる。また、底側締め具５
が底蓋３および下面開口１２の周縁を覆うようになるので、ファイバードラムａにおける
下側のコーナー部位（下面開口縁周り）の強度が向上し、輸送時や落下時などにおける衝
突が生じても変形しにくい。
【００４４】
　加えて、底蓋３の周縁部位が垂下片３ｂ、折り返し片３ｃ、補強リング３ｄにより補強
されると共に、底側締め具５の下係合面５９が折り返し片３ｃの下面に係合し、補強リン
グ３ｄを支持するので、底蓋３の抜けをより確実に防止することができる。
【符号の説明】
【００４５】
　　１：円筒状胴部、
　　２：上蓋、 ２ａ：上蓋本体、２ｂ：係止部、２ｃ：パッキン、
　　３：底蓋、 ３ａ：底蓋本体、３ｂ：垂下片、３ｃ：折り返し片、
　　３ｄ：補強リング，
　　４：上側締め具、 ４ａ：環状体、４ｂ：ロック部材、
　　５：底側締め具、 ５ａ：環状体、５ｂ：ロック部材、
　　１１：上面開口、１２：下面開口、１３：リング状部、１４：上側溝部、
　　１５：下側溝部、
　　４８：下係合面、４９：上係合面、
　　５８：上係合面、５９：下係合面
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